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研究要旨：HIV 感染症の合併症としての顔面脂肪萎縮症に対する臨床研究を 6 例に対し

て行った。内訳は、脂肪移植 4 例、ヒアルロン酸注入 2 例である。治療の結果は両群と

もに良好で、採取脂肪の基礎的な解析では、前炎症状態、線維化亢進、インスリン抵抗

性、中性脂肪の合成低下などが示唆された。 

 
 
A. 研究目的 

HIV 感染症とその合併症に対する新規治療法

の開発を目的として、d4T を含む治療の副作用と

しての顔面脂肪萎縮症（Facial Lipoatrophy）に

対する治療法の開発。 
 
B. 研究方法 

HIV 関連顔面脂肪萎縮に対する形成外科的手

法を用いた修復術の安全性と有効性を検索する

ための、非対照、探索的研究である。腹部、大腿

部の自家脂肪が利用できる症例（BMI＞20）では

自家脂肪移植術を、それ以外ではヒアルロン酸注

入術を行う。処置は日本形成外科学会の認定専門

医が行う。治療後 1 年を観察期間とし、安全性と

有効性を検討する。治療成績は、臨床写真と CT、
MRI で評価する。さらに病態解析のために、患

者から採取した脂肪組織を健常患者のサンプル

と比較し、基礎的分析を行う。 
（倫理面への配慮） 
  本研究は、「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針」を遵守した。臨床研究の国立国際医

療研究センターにおける倫理委員会の承認番号

は、NCGM-G-1598 である。サンプル、個人情報、

および解析結果は、匿名化して厳重に保管した。

学術発表の際、顔の写真を出す場合にも患者のプ

ライバシー保護に十分注意した。 
 
C. 研究結果 

いずれの群においても、1 年後の長期フォロー

アップにおいて良好な治療効果を認めた。放射線

画像の 3 次元画像解析では、注入物の平均残存率

は脂肪移植群で 43.4%、ヒアルロン酸群で 89.8%
であり、ヒアルロン酸群の方が高かった。放射線

画像の質的な解析では、ヒアルロン酸の線維化、

石灰化などの自己組織化を認め、長期持続効果の

機序と考えられた。脂肪の免疫染色、FACS、PCR、
マイクロアレイを用いた基礎的解析では、前炎症

状態、線維化亢進、インスリン抵抗性、中性脂肪

の合成低下が示唆された。 
 
D. 考察 
 脂肪移植、ヒアルロン酸注入は HIV 関連脂肪

萎縮の治療法として共に有効であった。ヒアルロ

ン酸は組織充填の持続効果がより高く、脂肪採取

の必要がないことからも非常に有用と考えられ

たが、脂肪分布異常症であっても脂肪移植が健常

者と同等程度の生着率を示したことは注目に値

する。脂肪組織の基礎的解析からはウイルスに対

する反応としての炎症や線維化と、薬剤に対する

反応としての脂肪機能の低下が示唆され、合併症

の克服に貢献すると思われる知見が得られた。 
 
E. 結論 
 脂肪移植やヒアルロン酸注入といった形成外

科的治療法は、HIV 関連脂肪萎縮に対する有効な

治療法である。 
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